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わが
を
語
る

市
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た 

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
ま
ち

地
域
の
個
性
を
生
か
す
奥
州
市
は
、

岩
手
県
南
に
位
置
す
る
人
口
約
11
万
人

の
歴
史
あ
る
ま
ち
で
す
。
交
通
の
玄
関

口
と
し
て
は
、Ｊ
Ｒ
東
北
新
幹
線
の
水

沢
江
刺
駅
、
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
の
水
沢

駅
、
そ
し
て
東
北
自
動
車
道
の
三
つ
の

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
あ
り
ま
す
。

産
業
振
興
で
は
、
農
業
・
商
工
業
が

バ
ラ
ン
ス
よ
く
発
展
し
て

お
り
、
農
業
は
、
県
内
一

の
耕
作
面
積
を
誇
る
県
内

有
数
の
稲
作
地
帯
で
あ
る

と
と
も
に
、
畑
作
や
畜
産

業
な
ど
を
加
え
た
複
合
型

農
業
が
盛
ん
で
す
。
市
内

に
は
二
つ
の
Ｊ
Ａ（
農
協
）

が
あ
り
、「
江
刺
金
札
米
」

「
江
刺
り
ん
ご
」「
前
沢
牛
」

な
ど
の
有
名
ブ
ラ
ン
ド
を
有
し
て
い
ま

す
。
工
業
製
品
で
は
、
伝
統
的
工
芸
品

の
南
部
鉄
器
や
岩
谷
堂
箪た
ん
す笥

が
高
い
人

気
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
隣
接
の
北
上
市
や
金
ケ
崎
町

と
併
せ
て
、
自
動
車
や
半
導
体
、
半
導

体
製
造
装
置
関
連
企
業
の
集
積
地
帯
と

し
て
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
市
内
に
九
つ
の
工
業
団
地
が

あ
り
、
令
和
４
年
か
ら
造
成
中
の
新
工

業
団
地
は
、
予
約
時
点
で
完
売
と
な
り

ま
し
た
。

平
安
時
代
か
ら
北
上
川
を
利
用
し
た

交
易
が
盛
ん
で
、
南
の
隣
町
平
泉
町
は

世
界
遺
産
平
泉
で
も
認
め
ら
れ
た「
み

ち
の
く
浄
土
思
想
」が
伝
承
さ
れ
て
お

り
、
共
助
の
精
神
が
平
安
時
代
か
ら
続

い
て
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
精
神
こ
そ

が
、
こ
れ
か
ら
の
地
方
自
治
に
と
っ
て

大
切
な「
市
民
と
の
協
働
」
を
推
進
す

る
源
泉
で
あ
り
、
こ
の
ま
ち
の
未
来
に

対
し
て
楽
観
し
て
い
る
根
拠
で
も
あ
り

ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の 

「
未
来
羅
針
盤
図
」

令
和
５
年
４
月
に
政
策
企
画
部
門
に

未
来
羅
針
盤
課
を
立
ち
上
げ
、
11
月

に
、
新
た
な
公
共
交
通
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
三
つ
の
共
通
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

と
、
五
つ
の
地
域
別
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
概
要
で
あ
る「
奥
州
市
未

来
羅
針
盤
図
」を
市
民
に
開
示
し
、
議

論
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
市
有
地

の
有
効
活
用
に
よ
る
官
民
連
携
の
市
街

地
開
発
と
市
民
を
主
体
と
す
る
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
が
主
要
テ
ー
マ
で
す
。

「
ま
ち
づ
く
り
は
ひ
と
づ
く
り
」
を
合

言
葉
に
社
会
の
諸
課
題
を
分
析
し
、
未

来
に
向
け
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
策

定
を
市
民
参
加
型
で
進
め
て
お
り
、
今

後
の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。

高
齢
化
社
会
の
先
進
地
の
自
覚

本
市
の
高
齢
化
は
全
国
平
均
よ
り
も

10
年
ほ
ど
早
く
進
ん
で
い
ま
す
。
そ
の

た
め
地
域
医
療
に
お
け
る
五
つ
の
市
立

病
院
・
診
療
所
と
二
つ
の
県
立
病
院
と

の
機
能
分
担
・
連
携
強
化
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
在
宅
医
療
と
介
護
環
境
改

善
、
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
よ
る
入
退
院
や

転
院
手
続
き
の
簡
素
化
や
遠
隔
医
療
車

の
へ
き
地
医
療
へ
の
活
用
を
並
行
し
て

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
元
気
な
高
齢

者
も
多
い
地
域
で
す
の
で
、
予
防
検
診

に
よ
る
早
期
治
療
や
、
介
護
予
防
を
目

魅
力
あ
る
未
来
に
向
け
た

確
か
な
羅
針
盤
づ
く
り

奥お
う
し
ゅ
う州
市（
岩
手
県
）�

 

奥
州
市
長

倉く
ら
な
り成

淳じ
ゅ
ん
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市が目指すまちを描く未来羅針盤図

アラレ模様の南部鉄瓶
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的
と
し
て「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」の
活

動
支
援
を
行
い
、
高
齢
者
の
居
場
所
づ

く
り
と
社
会
参
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
に
よ
る
人
口
の
自
然
減

は
深
刻
で
す
が
、
誘
致
企
業
の
転
入
社

員
の
増
加
に
よ
り
、
人
口
の
社
会
増
が

始
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
全
国
的
な
課

題
で
あ
る
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
策

は
、「
奥
州
市
親
子
み
ら
い
応
援
事
業
」

で
産
前
産
後
ケ
ア
や
育
児
支
援
な
ど
、

経
済
的
支
援
か
ら
個
別
相
談
ま
で
継
ぎ

目
な
く
支
援
し
て
い
ま
す
。

若
者
世
代
に
と
っ
て
は
住
み
続
け
た

い
場
所
に
な
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
は

孤
立
す
る
こ

と
の
な
い
満

足
感
あ
る
人

生
を
実
感
し

て
も
ら
え
る

よ
う
行
政
が
支
援
す
る
こ
と
を
継
続
し

ま
す
。
そ
し
て
地
域
住
民
間
で
の
共
助

も
必
要
で
す
。「
高
齢
者
は
び
す
け
っ

と（
微
助
っ
人
）」と
い
う
言
葉
が
あ
る

よ
う
に
、
彼
ら
の
経
験
を
生
か
し
た
若

者
世
代
へ
の
支
援
も
、
当
事
者
意
識
の

高
い
市
民
活
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
。
最
近
は
実
力
も
気
力
も
あ
る
高
齢

者
の
割
合
が
相
対
的
に
増
え
ま
し
た

が
、
や
は
り
、
若
い
世
代
に
う
ま
く
バ

ト
ン
を
渡
す
こ
と
も
大
切
で
す
。
自
治

会
会
長
の
担
い
手
が
い
な
い
と
嘆
く
よ

り
は
、
高
校
生
が
会
長
に
な
っ
て
運
営

し
て
い
る
全
国
の
例
を
参
考
に
す
る
方

が
未
来
へ
の
投
資
に
つ
な
が
り
ま
す
。

文
化
継
承
と
ひ
と
づ
く
り 

こ
そ
が
奥
州
市
の
伝
統

令
和
５
年
春
の
Ｗ
Ｂ
Ｃ
で
は
、
本
市

出
身
の
大
谷
翔
平

選
手
が
、
決
勝
戦

前
に「
憧
れ
る
の

を
や
め
ま
し
ょ
う
」

の
見
事
な
声
掛
け

で
チ
ー
ム
メ
ン

バ
ー
を
奮
い
立
た

せ
た
こ
と
は
有
名

で
す
が
、
彼
の
よ

う
な
人
間
性
に
裏

打
ち
さ
れ
た
リ
ー

ダ
ー
的
若
者
が
い
る
こ
と
が
本
市
の
強

み
で
す
。

ま
た
本
市
の
ユ
ニ
ー
ク
な
伝
統
と
し

て
、25
歳
お
よ
び
42
歳
厄
年
連
・
年
と
し
い
わ
い
れ
ん

祝
連

の
活
動
が
あ
り
、
地
域
の
活
力
に
な
っ

て
い
ま
す
。
各
地
域
の
伝
統
的
な
お
祭

り
の
実
行
委
員
会
の
一
員
と
な
り
、
運

営
か
ら
演
舞
・
衣
装
デ
ザ
イ
ン
ま
で
全

て
自
分
た
ち
で
企
画
し
ま
す
。
お
祭
り

期
間
に
は
、
全
国
か
ら
中
学
校
の
同
級

生
が
集
ま
り
盛
り
上
げ
ま
す
。
市
民
の

力
を
結
集
で
き
る
素そ

じ地
が
あ
る
ま
ち
と

い
え
ま
す
。

関
東
大
震
災
か
ら
１
０
０
年
が
経
ち

ま
し
た
。
そ
の
復
興
を
支
え
た
わ
が
郷

土
の
先
人
・
後
藤
新
平
翁
の
教
え
は
、

「
ひ
と
を
育
て
、
そ
し
て
市
民
の
自
治

を
支
援
す
る
」と
い
う
も
の
で
し
た
。

令
和
の
奥
州
市
政
も
、
未
来
に
向
け

て
市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
魅
力
あ
る

「
ひ
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
」に
励
み

ま
す
。

郷土の先人「高野長英」「後藤新平」「齋藤實」

ギネス世界記録を達成した江刺甚句まつり

◆ 

面
積

９
９
３
・
30
㎢

◆ 

人
口

11
万
67
人

◆ 

世
帯
数

４
万
６
４
８
４
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
地
域
の
個
性
が
ひ
か
り
輝

く

自
治
と
協
働
の
ま
ち

奥
州
市

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
岩
手
県
南
に
位
置
し
、
歴

史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
ま
ち

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
18
年
２
月
20
日
、
水

沢
市
、
江
刺
市
、
前
沢
町
、
胆
沢
町
、
衣
川

村
の
５
市
町
村
が
合
併

〔
特
産
品
〕
江
刺
金
札
米
、
江
刺
り
ん
ご
、

前
沢
牛
、
南
部
鉄
器
、
岩
谷
堂
箪
笥

〔
観
光
〕
歴
史
公
園
え
さ
し
藤
原
の
郷
、
正

し
ょ
う

法ぼ
う

寺じ

、
胆
沢
ダ
ム
、
奥
州
市
牛
の
博
物
館
、

奥
州
宇
宙
遊
学
館
、
衣
川
ふ
る
さ
と
自
然
塾

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
日ひ

た
か
ひ
ぶ
せ
ま
つ
り

高
火
防
祭
、
江
刺
甚
句
ま

つ
り
、
黒こ
く
せ
き
じ

石
寺
蘇
民
祭
、
前
沢
牛
ま
つ
り
、

奥
州
市
南
部
鉄
器
ま
つ
り
、
い
わ
て
奥
州
き

ら
め
き
マ
ラ
ソ
ン
大
会

奥州市長
倉成 淳

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

盛岡市

奥州市
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わが
を
語
る

市
野
洲
市
は
、
滋
賀
県
の
南
部
に
位
置

し
、Ｊ
Ｒ
で
大
阪
ま
で
約
60
分
の
距
離

に
あ
り
、
京
阪
神
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
大

変
便
利
で
す
。
地
形
は
、
南
東
部
の
三

上
山
な
ど
に
よ
っ
て
形
成
す
る
山
地
部

と
琵
琶
湖
に
向
か
っ
て
緩
や
か
に
広
が

る
平
た
ん
地
に
分
け
ら
れ
ま
す
。

山
地
部
に
は
希
望
が
丘
文
化
公
園
な

ど
の
自
然
環
境
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
楽
し
め
る
施
設
が
あ
り
、
平
た
ん
地

は
野
洲
川
な
ど
で
形
成
さ
れ
た
沖
積
平

野
で
主
に
農
地
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
琵
琶
湖
岸
周
辺
に
は
、

『
ビ
ワ
コ
マ
イ
ア
ミ
ラ
ン
ド
』
な
ど
の

レ
ジ
ャ
ー
施
設
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

豊
か
な
自
然
と
心
を 

全
て
の
子
の
育
ち
の
た
め
に

保
育
所
９
園
、
こ
ど
も
園
４
園
、
幼

稚
園
４
園
、
学
童
保
育
所
25
カ
所
を
設

置
し
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

の
変
化
や
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
つ
つ
、
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育

ち
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

市
最
大
の
課
題
で
あ
っ
た 

市
立
病
院
建
て
替
え
へ

現
在
の
市
立
野
洲
病
院
は
、
民
間
事

業
者
よ
り
事
業
譲
渡
を
受
け
、
市
立
病

院
と
し
て
運
営
し
て
き
ま
し
た
が
、
施

設
の
老
朽
化
が
著
し
く
本
市
の
地
域
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
継
続
し
て
い
く
た
め
移

転
新
築
す
る
方
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
地
に
つ
い
て
議
論
が
続
い
て
お

り
ま
し
た
が
、
方
針
決
定
か
ら
十
有
余

年
、
ア
ク
セ
ス
が
良
好
な
こ
と
な
ど
か

ら
本
市
の
ほ
ぼ
中
央
の
場
所
に
当
た
る

野
洲
市
総
合
体
育
館
東
側
市
有
地
に
決

定
し
、
令
和
５
年
11
月
に
設
計
・
施
工

一
括
で
事
業
者
と
契
約
い
た
し
ま
し

た
。
令
和
８
年
度
末
に
開
院
予
定
で
す

が
、
一
日
で
も
早
い
新
病
院
建
設
に
向

け
尽
力
し
て
い
き
ま
す
。

歴
史
が
織
り
な
す
ハ
ー
モ
ニ
ー

『
永
原
御
殿
』は
、
江
戸
時
代
初
期
に

徳
川
家
康
・
秀
忠
・
家
光
の
３
代
の
将
軍

が
江
戸
―
京
都
間
を
往
来
し
た
と
き
に

宿
泊
し
た
将
軍
家
専
用
の
城
郭
で
す
。

関
ヶ
原
の
戦
い（
１
６
０
０
年
）
の
翌

年
ま
で
に
築
か
れ
た
と
さ
れ
、
本
丸
、

二
の
丸
、
三
の
丸
を
備
え
、
本
丸
に
は

御
殿
や
茶
室
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、
本

丸
の
北
西
端
の
土
塁
上
か
ら
見
張
り
の

施
設「
乾
い
ぬ
い
す
み
の角
御お

ん
や
ぐ
ら

矢
倉
」（
隅す

み
や
ぐ
ら櫓）の
建
物

基
礎
の
石
列
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
市
小
篠
原
の
大
岩
山
丘
陵

か
ら
、
明
治
14
年
に
14
個
、
昭
和
37
年

に
10
個
、
計
24
個
の〝
銅ど
う
た
く鐸
〟
が
発
見

さ
れ
、
そ
の
中
に
は
日
本
最
大
の
も
の

も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。『
野
洲
市
歴

史
民
俗
博
物
館（
銅
鐸
博
物
館
）』で
は
、

本
市
で
出
土
し
た
大
岩
山
銅
鐸
の
展
示

笑
顔
あ
ふ
れ
る 

に
じ
い
ろ
都
市 

や
す

野や

す洲
市（
滋
賀
県
）�

 

野
洲
市
長

栢か

や

き木

進す
す
む
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新病院のイメージ図

2000年の時を超えて今に響く農耕賛歌“銅鐸”



市政 JANUARY 202429

を
中
心
に
、
銅
鐸
の
誕
生
か
ら
の
移
り

変
わ
り
や
鋳
造
方
法
な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

も
の
づ
く
り
の
気
風
が
育
む

野
洲
の
産
業

本
市
に
は
、
太
陽
電
池
セ
ル
や
電
子

部
品
な
ど
を
生
産
す
る
未
来
を
探
求
す

る
企
業
・
事
業
所
が
立
地
し
て
い
ま
す
。

独
創
的
で
新
し
い
電
子
機
器
の
可
能
性

を
野
洲
の
地
か
ら
広
げ
て
い
ま
す
。

滋
賀
県
で
は
、
次
代
の
滋
賀
を
支
え

未
来
を
切
り

開
く
人
材
育

成
を
目
的
に

『
滋
賀
県
立

高
等
専
門
学

校
』
の
設
置
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
４
年
９
月
に
こ
の
建
設
地
が
Ｊ
Ｒ

野
洲
駅
か
ら
１･

３
㎞
の
距
離
に
あ
る

県
有
地
に
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
１
学
年

４
コ
ー
ス
制
５
学
年
で
、
全
生
徒
数

６
０
０
人
規
模
を
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。
令
和
10
年
度
の
開
校
に
向
け
て
、

本
市
で
は
県
や
国
と
の
連
携
を
深
め
な

が
ら
諸
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

山
と
琵
琶
湖
の
自
然
を
満
喫

秀
麗
な
姿
の
近
江
富
士「
三
上
山
」

は
、
本
市
の
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
で
す
。
高

さ
は
４
３
２
ｍ
、
山
頂
ま
で
約
40
分
。

表
登
山
道
の
山
頂
付
近
は
岩
場
が
続

き
、
そ
ん
な
山
頂
か
ら
の
景
色
は
達
成

感
と
安
心
感
が
倍
増
し
ま
す
。
ム
カ
デ

山
と
も
呼
ば
れ
、

藤
原
秀
郷（
俵
藤

太
）が
三
上
山
を

７
巻
き
半
し
た

ム
カ
デ
の
化
け
物

を
強
弓
で
退
治

し
た
と
の
伝
説

が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
三
上
山

に
近
接
す
る
、
面

積
４
１
６
ha
の
広

大
な『
滋
賀
県
希

望
が
丘
文
化
公

園
』が
あ
り
ま
す
。芝
生
ラ
ン
ド
で
は
多

く
の
家
族
連
れ
が
集
い
、
さ
ま
ざ
ま
な

ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

琵
琶
湖
沿
い
の『
ビ
ワ
コ
マ
イ
ア
ミ
ラ

ン
ド
』は
、
恵
ま
れ
た
大
自
然
の
中
で
、

の
ん
び
り
と
テ
ニ
ス
、バ
ー
ド
ウ
オ
ッ
チ

ン
グ
な
ど
が
楽
し
め
、
野
鳥
公
園
や
ア

イ
リ
ス
パ
ー
ク
で
は
、四
季
折
々
の
美
し

さ
の
中
で
自
然
を
満
喫
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。ま
た
、２
０
２
２
年
人
気
キ
ャ

ン
プ
場
ラ
ン
キ
ン
グ
西
日
本
第
１
位
に

輝
い
た『
マ
イ
ア
ミ
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン

プ
場
』は
、一
年
を
通
し
て
多
く
の
キ
ャ

ン
パ
ー
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

令
和
３
年
12
月
10
日
に
オ
ー
プ
ン
し

た
琵
琶
湖
岸
の『
め
ん
た
い
パ
ー
ク
び

わ
湖
』に
は
、
い
ろ
ん
な
め
ん
た
い
こ

商
品
を
購
入
で
き
る
直
売
所
や
軽
食
が

楽
し
め
る
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、

２
階
の
琵
琶
湖
サ
ン
セ
ッ
ト
テ
ラ
ス
か

ら
は
、
琵
琶
湖
対
岸
の
比
良
山
系
に
沈

む
夕
日
を
望
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
令

和
４
年
に
は
１
１
３
万
人
の
観
光
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

秀麗な姿の近江富士「三上山」

大自然の中でのんびりと「マイアミ浜オートキャンプ場」

野洲市長
栢木 進

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
人口・世帯数は「住民基本台帳」による。

大津市

野洲市

◆ 

面
積

80
・
15
㎢

◆ 

人
口

５
万
７
４
１
人

◆ 

世
帯
数

２
万
１
５
５
９
世
帯

〔
将
来
都
市
像
〕
多
様
な
人
々
と
多
彩
な
自

然
が
調
和
し
た
、
個
性
輝
く
に
じ
い
ろ
の

ま
ち

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
歴
史
、
文
化
と
豊
か
な
自

然
な
ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
、
も
の
づ
く

り
の
魅
力
を
発
信
す
る
ま
ち

〔
特
産
品
〕
地
酒
「
月
夜
の
ゆ
り
か
ご
」、
手

延
べ
た
で
う
ど
ん
、
田
舎
み
そ
、
近
江
銘
茶
、

あ
や
め
ロ
ー
ル

〔
観
光
〕
ビ
ワ
コ
マ
イ
ア
ミ
ラ
ン
ド
、
マ
イ

ア
ミ
浜
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
め
ん
た
い

パ
ー
ク
び
わ
湖
、
希
望
が
丘
文
化
公
園
、

兵ひ
ょ
う
ず主

大
社
、
御み
か
み上

神
社

〔
イ
ベ
ン
ト
〕
兵
主
祭
、
三
上
の
ず
い
き
祭
、

お
田
植
ま
つ
り
、
マ
リ
ー
ン
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
、
お
い
で
野
洲
ま
る
か
じ
り

フ
ェ
ス
タ
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わが
を
語
る

市
五
島
市
は
、
九
州
最
西
端
の
長
崎
港

か
ら
西
へ
約
１
０
０
㎞
離
れ
た
五
島
列
島

の
南
西
部
に
位
置
し
、
10
の
有
人
島
と

53
の
無
人
島
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
岸
線
の
長
さ
は
５
４
９
㎞
と
長
崎

県
全
体
の
13
・
２
％
を
占
め
、
リ
ア
ス

海
岸
や
溶
岩
海
岸
、
砂
浜
海
岸
な
ど
変

化
に
富
み
、
荒
波
を
受
け
た
断
崖
や
白

い
砂
浜
、
火
山
活

動
の
痕
跡
な
ど
島

全
体
に
貴
重
な
景

観
が
見
ら
れ
ま

す
。
こ
の
美
し
い

景
観
は
海
に
囲
ま

れ
た
島
な
ら
で
は

の
も
の
で
あ
り
、

魚
や
五
島
牛
、
農

作
物
な
ど
の
お
い

し
い
食
は
、
対
馬

暖
流
に
よ
る
比
較

的
温
暖
な
気
候
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
境
の
島
で
、
古
く
か
ら
大

陸
と
の
交
流
拠
点
と
な
る
ほ
か
、
潜
伏

キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
が
数
多
く
存
在
し

て
い
ま
す
。

雇
用
を
つ
く
り
、 

移
住
者
を
増
や
す

人
口
が
最
も
多
か
っ
た
の
は
昭
和
30

年
の
９
万
１
９
７
３
人
で
、
令
和
２
年

の
３
万
４
３
９
１
人（
国
勢
調
査
人
口
）

と
比
較
す
る
と
65
年
間
に
63
％
減
少
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
人
口
減
少
対
策

が
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
地

元
選
出
国
会
議
員
を
は
じ
め
関
係
者
の

ご
尽
力
に
よ
り
、
平
成
28
年
に
有
人
国

境
離
島
法
が
成
立
し
、
同
法
に
基
づ
く

「
雇
用
機
会
拡
充
事
業
」
や
地
方
創
生

交
付
金
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
、
雇

用
の
拡
大
や
移
住
促
進
な
ど
を
展
開
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
２
５
０
人
を

超
え
る
社
会
減
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
き

ま
し
た
が
、
令
和
元
年
、
本
市
と
し
て

は
初
め
て
社
会
動
態
人
口
が
33
人
の
プ

ラ
ス
に
転
じ
ま
し
た
。
翌
年
も
プ
ラ
ス

69
人
と
な
り
、
２
年
連
続
で
社
会
増
を

達
成
し
ま
し
た
。

市
内
の
高
校
卒
業
生
を
は
じ
め
と
す

る
求
職
者
の
就
職
先
と
し
て
地
元
の
事

業
所
が
選
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
転
出
が

抑
制
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
27

年
度
か
ら
は
人
口
減
少
対
策
と
し
て
移

住
促
進
に
取
り
組
み
、
そ
れ
ま
で
20
人

前
後
の
実
績
で
し
た
が
、
毎
年
２
０
０

人
を
超
え
る
方
を
受
け
入
れ
る
よ
う
に

な
り
、
こ
こ
５
年
間
で
１
１
０
０
人
余

り
の
方
が
移
住
し
ま
し
た
。
７
割
以
上

が
40
歳
未
満
と
比
較
的
若
い
子
育
て
世

代
の
移
住
が
増
え
て
い
ま
す
。

三
冠
を
活
か
し
て
、 

交
流
人
口
を
増
や
す

五
島
は
遣
唐
使
最
後
の
寄
港
地
と
な

り
、
空
海
が
遣
唐
使
船
で
中
国
へ
渡

り
、
帰
国
後
に
真
言
宗
を
開
い
た
こ
と

は
有
名
で
す
。
五
島
に
は
空
海
に
関
す

る
伝
説
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
大

陸
と
つ
な
が
り
の
あ
る
県
内
の
島
と
共

に「
国
境
の
島 

壱
岐
・
対
馬
・
五
島
」と

し
て
日
本
遺
産
へ
認
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
期
の
日

本
に
お
い
て
、
ひ
そ
か
に
信
仰
を
守
り

続
け
て
い
た
人
々
の
歴
史
が「
長
崎
と

天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺

し
ま
に
生
き
、し
ま
を
活
か
す

―
将
来
に
わ
た
っ
て
住
み
続
け
ら
れ
る
島
へ
―

五ご

と

う島
市（
長
崎
県
）�

 

五
島
市
長

野の
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市い
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ろ
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郎
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産
」と
し
て
世
界
文
化
遺
産
へ
登
録
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
新
た
に
、
地
質
や

生
態
系
に
お
い
て
も
大
陸
と
の
つ
な
が

り
が
あ
る
歴
史
や
文
化
が
一
昨
年「
五

島
列
島（
下
五
島
エ
リ
ア
）
ジ
オ
パ
ー

ク
」と
し
て
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

日
本
遺
産
、
世
界
遺
産
、
ジ
オ
パ
ー

ク
の
三
つ
の
資
産
を
持
つ
自
治
体
は
非

常
に
珍
し
く
、
私
た
ち
は「
三
冠
達
成
」

と
し
て
西
海
国
立
公
園
の
一
角
を
占
め

る
本
市
の
情
報
発
信
に
努
め
る
と
と
も

に
、
国
内
外
か
ら
の
誘
客
を
強
化
し
交

流
人
口
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

実
証
か
ら
実
装
へ
の 

仕
組
み
を
つ
く
る

島
の
特
性
を
活
か
し
五
島
市
沖
で
始

ま
っ
た
浮
体
式
洋
上
風
力
発
電
の
実
証

事
業
は
、
地
元
関

係
者
の
協
力
の
下
、

10
年
余
り
の
歳
月

を
経
て
ウ
イ
ン
ド

フ
ァ
ー
ム
事
業
が

動
き
出
し
ま
し
た
。

令
和
８
年
に
は
市

内
で
消
費
さ
れ
る

約
８
割
に
相
当
す

る
電
力
を
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
賄
え
る
見
込
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
取
り
組
み
に
よ
り

２
０
５
０
年
ま
で
に
二
酸
化
炭
素
排
出

実
質
ゼ
ロ
の
早
期
実
現
を
目
指
す「
ゼ

ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
」を
表
明
し
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
を

図
り
な
が
ら
、
地
球
温
暖
化
防
止
対
策

に
取
り
組
む
こ
と
を
宣
言
し
て
い
ま

す
。
す
で
に
事
業
者
・
団
体
の
活
動
で

使
用
す
る
電
力
を
全
て
五
島
産
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
い
、
二
酸
化
炭

素
ゼ
ロ
を
目
指
す
五
島
版
Ｒ
Ｅ
１
０
０

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化

に
よ
る
人
手
不
足
、
移
動
手
段
の
確
保

な
ど
の
課
題
解
決
に
向
け
、
こ
れ
ま
で

に
実
施
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
ド
ロ
ー
ン
な
ど

に
よ
る
実
証
事
業
を
踏
ま
え
な
が
ら
、

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
や
服
薬
指
導
、
モ
バ

イ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
業
、
物
流
の
実
装

な
ど
、
長
崎
大
学
や
医
師
会
、
民
間
事

業
者
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
取
り
組
み
、

将
来
に
わ
た
っ
て
人
が
住
み
続
け
ら
れ

る
島
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す

す
で
に
日
本
全
体
の
人
口
が
減
り
始

め
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
何
も
し
な
け

れ
ば
本
市
の
人
口
は
２
０
６
０
年
に

１
万
１
１
５
人
に
な
る
と
推
計
さ
れ
て

い
ま
す
。
職
員
に
対
し
て
は
人
口
減
少

に
関
係
な
い
部
署
は
な
い
と
伝
え
、

「
社
会
増
へ
の
再
挑
戦
」
と
し
て
取
り

組
み
、
コ
ロ
ナ
禍
で
マ
イ
ナ
ス
２
０
０

人
台
ま
で
落
ち
込
ん
だ
社
会
動
態
人
口

を
一
昨
年
は
マ
イ
ナ
ス
21
人
ま
で
抑
制

し
、
昨
年
は
再
び
25
人
の
社
会
増
を
達

成
し
ま
し
た
。

今
年
、
合
併
20
周
年
を
迎
え
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
を
経
験
し
、こ
れ
ま
で
と
は
異

な
る
新
し
い
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
、
そ
し
て
経
済
モ
デ
ル
の
中
で
将
来

あ
る
べ
き
姿
を
見
極
め
、
そ
の
実
現
の

た
め
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
島
で

生
き
る
た
め
に
私
た
ち
は
Ｄ
Ｘ
や
Ｇ
Ｘ
、

Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
の
視
点
を
持
ち
、
島
の
資
源

を
活
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
を
抑
制

し
豊
か
な
社
会
・
経
済
モ
デ
ル
の
確
立

を
目
指
し
て
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

国内初の商用規模浮体式洋上風力発電施設「はえんかぜ」

◆ 

面
積

４
２
０
・
12
㎢

◆ 

人
口

３
万
４
４
８
８
人

◆ 

世
帯
数

１
万
９
４
９
０
世
帯

〔
ま
ち
の
特
徴
〕
九
州
の
最
西
端
に
位
置
し
、

日
本
遺
産
、
世
界
遺
産
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
三

つ
の
資
産
を
持
つ
歴
史
や
文
化
、
自
然
豊
か

な
し
ま

〔
市
町
村
合
併
〕
平
成
16
年
８
月
１
日
、
福

江
市
、
富
江
町
、
玉
之
浦
町
、
三
井
楽
町
、

岐
宿
町
、
奈
留
町
の
１
市
５
町
が
合
併

〔
特
産
品
〕
か
ん
こ
ろ
餅
、
五
島
う
ど
ん
、

五
島
牛
、
キ
ビ
ナ
ゴ
、
練
り
物
、
か
ら
す
み
、

つ
ば
き
油
、ば
ら
も
ん
凧
、焼
酎（
五
島
麦
、五

島
芋
）、五
島
ワ
イ
ン
、ジ
ン（
G
O
T
O
G
I
N
）

〔
観
光
〕
大
瀬
埼
灯
台
、
高
浜
海
水
浴
場
、

鬼
岳
、
福
江
城（
石
田
城
）、
久ひ

さ
か
じ
ま

賀
島
の
集
落
・

奈
留
島
の
江
上
集
落
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五島市長
野口市太郎
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※面積は国土地理院「全国都道府県市区町村別面積調」に、
人口・世帯数は「住民基本台帳」による。
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